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1　概要

　富山県教育情報通信ネットワーク（以後教育ネット）とその拠点（Network Operations

Center 以後教育 NOC）について設置目的，役割，代表的なサービスを示す。

1-1　設置目的

　教育ネットは，県内の小学校・中学校・高等学校・特殊教育諸学校及び教育機関を相互

に接続して，学校間の交流を図ったり情報を発信したりするネットワークである。その接

続する拠点を県総合教育センター内におき、教育 NOC を通して接続学校は，インターネ

ットと接続する。

1-2　NOC の役割

　心ない人が，インターネットから各学校のコンピュータにいたずらしたり，子どもたち

の育成にとって適切でない情報を流したりすることがある。教育 NOC はそのようなこと

からの被害を少しでも防ぐ役割を果たす。さらに，子どもたちや教職員がネットワークを

円滑に利用できるよう支援を行う。

1-3 代表的な利用形態

1-3-1 電子メール

　学校側と教育 NOC 側両方のサーバを使い教員のべ１万、児童生徒２万個のアカウント

が運用されている。

1-3-2　メーリングリスト（会議室）

　市町村・校種・教育研究会ごとの多くのメーリングリストが動いている。固定的部門の

ほか研修会や研究会などの期間限定の形もかなり多くある。

1-3-3　ホームページ（Web ページ）

　各学校のホームページは，不特定多数を対象にする「外向け」と県内の接続学校の子ど

もたちや教職員を対象とする「内向け」とに分けて作ることができる。

　外向けには「公的な情報発信」，内向けへは「子どもたちの自由な情報の発信」と，使い

分けることができる。また，内向けは，教材・

テキストや子どもたちの作品などを保存して使

っている。

1-3-4　掲示板

　ネットスケープなどブラウザソフト上からア

ンケートを取ったり、意見交換すること



できるのが掲示板である。

1-3-5　その他

　教育資料室，教育用ソフトウェアのソフト名・

教科名・動作環境などの２次情報が検索できる。

また，研修の案内やインターネットで必要なフリ

ーソフトウェアなどが掲載されている。

２　ネットワークの構成

2-1 基本は要員と制度の確保

　ネットワークは３年前に設計した。技術的変化に柔軟に対応するため、基本を学校の

LAN の構築においた。、LAN-LAN を接続する拠点として教育 NOC がある。回線は“専

用線“ということを原則とした。そのため、まず、要員をいかに配置するかということか

ら、各学校に運用担当者を決め、学校の情報発信責任を校長とするなど制度面を押さえた。

技術的には、サーバは UNIX とするなどあるが、ネットワークがいずれ変化するので IP

とドメイン名以外は、学校の自主的 LAN 運用を求めている。

要綱などからその部分を抜粋する

教育ネット運営要綱（一部抜粋）
　（接続）

第５条　教育ネットヘの接続については、教育ネット管理者の承認を得て、学校等の長（以下「校長等」という。）

が行う。ただし、市町村（学校組合）立学校については、管轄する教育委員会の同意を要するものとする。

　(校長等の管理責任)
第６条　校長等は、校内ネットワークの維持管理や教育ネットを通じての情報の受発信について責任を負う。

接続に関する要領（一部抜粋）
（中略）

（接続条件）

第３条　ＮＯＣとの接続は，専用線（デジタルアクセス回線）またはダイアルアップＩＰ接続など，接続先が特定で

きる方式のものとする。

２　接続機器は，原則としてルータによるものとする。

３　校長等は，ＬＡＮ形態による学習が可能なインターネット接続環境を構築するように努めなければならない。

2-2 ネットワークの構成

　右図は現在の構成である。

　サーバが設置されていず、パソコン５～

１０台程度のダイアルアップの学校でもダ

イアルアップＬＡＮ接続形態をとり、ドメ

イン名,IP を使ってもらっている。

　現在、約２１０校が接続しており県内の

小学校の４割、中学校の６割、高校の６割

がこのような形で接続している。ネットワ

ークサーバの設置学校は約５０校である。



2-3 学校 LAN の基本型

　学校では右図のように IP

を振っている。

　県立学校の場合、保守管理

をする予算等が少ないので、

サーバとなるパソコンを２～

３台準備し、１台をスペアと

する方法を取っているところ

もある。

　

2-3 将来的動き

　当初からすべてを接続することは不可能であることがわかっており、地域の CATV網の

広がりを利用し、県・市・町・村の協

力を得て直接接続以外の方法も動き始

めている。

　地域 IX や高速回線実験など今後学

校を取り巻くネットワーク環境が変化

する。LAN の最小単位を学校 LAN と

し、それらが地域や校種ごとにクラス

ターを構成し、最後は県域教育ネット

としてのまとまりを持つことが大事で

ある。

　これは、物理的な接続ではなく学習

を進めていくための環境として人間的

ネットワークを階層的に関わりを持た

せていくことが大事だからである。

３　教育ネット（イントラネット）を利用した学習例

　多くの実践例があるが、気象に関する実践例を紹介する。

3-1 高等学校

　高知大学菊地先生から教育

ネット内部での利用を許可さ

れた１９９８年１年分１時間

ごとの気象衛星「ひまわり」

の赤外画像、可視画像約２万

枚を内部 Web にセットして

ある。それを使って、雲の動

きから気象変化を考える課題

研究を行った。時間は１０時



間で、最後の１時間はプレゼンテーションにあててある。

　動画作成、移動距離計測と速度の算定、考察の作成、報告書(HTML)作成、中間発表、

他グループデータ分析、プレゼンテーションという手順である。はじめてパソコンに触る

生徒もいたが、最終的には、雲の動きから偏西風や季節毎の雲の速度変化まで考えを深め

ることができた。雲の動きなどは自動的に移動距離を測るようなソフトは使わず、画像デ

ータを天気図に手作業でプロットし、球体上の移動距離を Excel で計算するなど高度な要

素を求めた。

3-2 中学校

　理科「気象」の授業で郡内の中学校間で電子メールによる共同授業をしている。進度を

あわせ、同一時期に同一教材を準備する手間はかかるが、単なる知識注入型になりがちな

分野であるが、メールによる意見交換と教室内ディスカッションによる活性化が見られる。

４　学校を見直す

　教育の本質は人間的成長である。「日常生活に二次方程式はいらない、だから数学は不要

である」という人もいるようだ。しかし、子供にとって「学ぶ」ということが、単なる知

識・技術の獲得でないことはあきらかである以上、質的に充実した課題を克服する過程を

通して知恵としての体系を再構築することがこれからの人間に求められる。この再構築で

得られた知識・技術を仲立ちとして子供どうし、子供と教師の関わりが生まれそれが文化

を生んでいく。その場が学校であると思う。

　インターネットが教育に導入された初期の先導的実践はグローバルであったり、テレビ

会議であったり、大きなデータベース構築であったなど極めてパフォーマンスの高いもの

であった。現実の教育の場で利用されていくためには、教科の学習と同様に多数の先生が

担当し、研究目的ではなく教育として持続可能であり、かつ単なる知的好奇心だけで終わ

ることなく、困難な課題を克服する過程やコミュニュケーション（表現力）にって関わり

生み出す過程を盛り込む必要がある。

　このため、教師の研修をより一層高める必要はあるが、ネットワークのプロでなくても

実施可能であり、他の業務ができないような量の事前準備も必要としない授業を設計する

ことが必要である。もちろん、学校における子供たちの生活が深みある豊かなものにする

ためには、関わりを生み出す情報教育環境は是非必要である。
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